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(1 ) 与式 = - 9 +7

= - 2
mm

(2 ) 与 式 = 6 a - 3 b + 5 a - 10b
= 11 a - 13bmm

(3) 5 θ = 18 xy ÷ 9 y
2

= 2 x
mm

感!品
⇒⑩=

以 上 より

景
( 5 ) x t 5 = ±B
: . x = - 5 ±B
～



(6) 電力 レンジの 出力 を x
. 温まるまでの 時間 をx

とすると , Y は x に 比例 するので

y = とおく x = 500 のとき y = 3 なので

3 =
a
:
. A = 1500

500

よて y =
x

1500
に x = 600 を 代入 して

Y = 0001500 . y = 2
.

5

0
.
5 分 は 30秒 だから 2分 30秒

mmmm

( 7 )

おうぎ所形 の 周 の長 さ

= 半径 × 2 × π ×
30中心角

よって

IO × 2 × Th ×

36= 2 TL

←
=

1由 : . x = 36
m360



( 8 ) 箱 の 中 の 白玉 の 個数を x 個 とする

赤王､ を 300個加えて 100 個 の 玉 を 取 り 出 した
とき 10 個 が 赤玉 ､ だったので 赤玉 の 割合は

100

⑩
ー の

赤王 300 個 を 加 えたとき 箱 の 中 には xt 300

個 の 王 があるから 赤玉 α 割合は
ー②
x +300

① =② と 推定して

凸
=xt

0

( O 0

⇐ ( 0 (x + 300 ) = 100 × 300

1 Ox t 3000 = 30000

lOx = 27000

i
. x = 2700

よ ｡ ておよそ 2700 個
mmm

2[ ]
( ) 樹形国 は 以下 の 通 り

ー

B C D
ー
F

E
-
F

x 夊 EE Dー
F
､
G

F - G

A
～

D B
. E

C \ \
Gー

匠 \ F 公\ 冗 G



代表 の選び 方 は 21 通り 生徒A が選 ばれる
のは 6通 り

｡ よて 求 める確率 は

号点
(2 ) Y = axにおてx が P から f まで変化 するときの
変化 の 割合 は alp - q ) で 表 される

Y = axにおいて x が 1 から 4 まで 変化するときの
変化 の 割合 が 2a なので

a ( 1 t 4 ) = 2 a 2

2 a 2- 5 a = 0

A ( 2 a - 5 )= 0

:
" a = 0

. 25
a キ 0 より a = ⑤

m～

(3 )

A AC / DE を 描くく
の① 等積変形 により

ノ D
LADC = OAEC

0 ②
DABCD = OABC

F / + LADC1 G⑦

LABE = O ABC
B C 書 + LACE

.
. □ ABCD = SABE



の A を 中 心 として 半径 AD の 円 を 描 く
､

⇒ A C との 交 点 を F とする
② D

,
F を 中 心 として

､
半径AD の 同 を 描くく

ー

⇒ 交点 を GE する C AF = FG = GD = DA

だから □ AE GD は UL# ⇒ AF " DG

③ BC C D G の 延長線 の 交点 を E とすると

ロ ABCD と 面積 が等 し OABE ができる

[3]
( ) OABC と ODE F は相似 であり相似比
は 6 : 5 である

｡

相 似 な 三 角形 の 面積比 は 相 似比 の

2 乗 に等 しので､

OABC - ODEF = 6 : 52
= 36 : 25
mm

あ OAGL とOD GH に

おい
LCAL = LGDH = 600

ーの

対頂角 は等 しから
LAGL =∠ DGH

ー ③

①
.

② より 2組の 角が
それぞれ等 しから
OAGLCSO D GH



A
② BC / D F より

00 同位角 が 等 しのでG )600 L
D

1600
い 〉 F

LAGL = L HBI = 600
A ⑦ 錯角 が 等 しので

H K
∠ GDH = LHI B = 600

ッ
よて LAGL, O BIH は

B
160 /600

劼 〉
正 三 角 形 である

｡I ①J C

E

したがて
LG = AG

,
HI = HB

よて
LGTGH THI = AG + GHT HB = AB = 6 cm

ー①

同様 に OEJI
,
0 F LK は 正三 角形 なので

IJ = EJ
,
KL = KF

よって

IJTJK TKL = EJ tJK + KF = EF = 5cm
ー ②

①
, ② より 求 める 長 さは 6 t 5 = 11 cm

～

[4 ]
(1 ) 枠 の 幅 が10cm より x = 15 のときは

5 のようになる ｡



よって A の 面積 は

( O 0 × 15 = 1500 cm～

1

(00
cm

\
= 15

(2 )

x が 増えるにしたが
A の 面積 は 増加
B の 面積 は 減少
C の 面積 は 減少

D の 面積 は 増加
となる ｡ グラフは一定 の 割合で 面積 が減少
しているから 答えは B

.Dm



(3) D の 面積 を Y とする

(∵ ) x = 10 のとき
… 左国 のようにみえている

毅 B C

ので D の 面積は
Y =θ

( ii ) x = 70 のとき

左国 のようにみえている…

1
α で D の 面積 は毅 80 D Y = 80 × 60

= 4800
L 6o
.

…

D は 一定 の 割合 で 面積 が増えるので Y = Axtb
とおくと

,
( 10

,
0 )

,
( 70

.
4800) の 点 を通 るから

θ= 10 atb ーの
) 4800 = 170atb ー②

- 4800 = - 60a

a = 80

a = 80 を ① に代入して
θ = 10 × 80 tb ⇒ b = - 800

よって D の 面積 は

y = 80x - 800
mmm



(4 )

( i ) θ ≡ x ≡ ( 0 のとき 扉 の 位置は 国 みのようになるる

B C

x = 0 のとき 扉 の 位置は 国 3 であるから

Y = 80 × 60 + 80 × 60

= 4800 + 4 800

= 9600 ( : (
0
,9600 )を通
るmmn

x = 10 のとき 扉 の 位置 は以下 の通 り

ッ . よって

粼 Y = 80 × 50 ← 80 × 50
8OB 80 c = 4000 t 4000

L 50 .
= 8000

∵ ( ( 0
,
8000 ) を通 る
mmw



( i ;) 10 ≡ x ≤60 のとき 扉 の 位置 は 国 5 のようになる
｡

｢ .

}
B=0 D

L 50 ､
また

x
= 60 α とき､ 上国

のように B ED が重な
よて

Y = 80 × 50

= 4000

: (
, 4000 )を 通る
～

( ii ; )60 ≡ x ≡70 のとき 扉 の 位置 は 国 6 のようになる｡

｣

i

80 B =D

L 0o
.

また , x = 70 のとき上国 の

ょうに B CD が 重なる
よて

Y = 80 × 60

= 4 800

(
:
( 70 , 4800 ) を

通
る

～ ～
～



以上 よりグラフは以下 の 通 り

(5 ) A の 面積 を Y とすると , 縦 100 cm
,横 xcm

だから
Y = l00x

よ , て
,

(4 ) のグラフと φ= 100 x の 交点 を 求 めれば
良 い

な国 のグラフより 2 つの

グラフの 交 点 は IO ≡ x ≡60
Y= 100x

のときである山
この 部分 の (4 ) の直線 の 式 を
Y = ax tb とおくと
( 10

,
8000 )

,
( 60 , 4000 )

を 通 るから



8000 = loatbーの ①
- ) 4000 = 60 a th ー ②
4000 = -50 a

a = - 80

a = - 80 を ① に 代入 して

8000 = 10 × (- 80) tb ⇒ b = 8800
よて Y

= ( 00 x c y =- 80 xt 8800 の 交 ､点 は
Y = 100 x ー ③

y == 80x × 8800 ー④

③ を ④ に 代入 して

100 x = - 80x + 8800

180x = 8800

: x =

÷ 48.8 …

これは 10 ≡ x ≤ 60 を 満 たす ｡ よ｡ て x=
m

[5 ]
()

B ー
3 IA 三平方 の 定理 より

丫 BE器F E



(2 )

立体 の 三平方 の 定理 より

CE =√3 + 42 +5
ー

=√ 9 + 16 + 25

=√ 50
=5

() より BE = 5 cm

⇒ OBCE は BC = BE の =等辺“落
H

三角びリ
,

B B から EC に 乗線 を 下 ろした 足を

5
Λ

5
.

I とする ⇒ BI = IC よりり

議 BI =警
1
"

1
｢ 1

I CE\
5｣Ʃ

/

DBEIE 三平方 の 定理より

BI =√52 -52

=√25
-

) √: √=主
= 5s



よて

OBEC =±× 5≡× 5☆ =⑪ cm
:

BT
5 ､ c

OBEC = OHEC より1

5
ET

5次

H ロ BEHC = 望 × 2 = 25cmmm

(3 )

APCPH が含まれる
面 を考 える

A D1

3

B \ 0
P

C

.
EL
5
/ H

① AP + PH が 最り ､ となるのは A , P . H が 同一

直線上 にあるときである
OABP と OAEH におて BPVEH より
LABP = LAEH ー③
LAPB = LAHE ー⑩

⑦
.

⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
,

OABPSOAEH 対応 する辺 の
比は等しいから

:= BP : EH : 8 BP = 15
m

5
∴ BP =

15

m
～



② やや難問

80
R

APEDC の 延長線 の 交点 を R とすると AHYPQ
より HQ の延線線も R を通 る ｡よて求 める体積

は

三角 す RAHD -三角 ず RPQC

である 2 つの 三 角 すは 相似であり 相似比 は

AD = PC = 5 : 5 -5
8
m

BC -BP

= 5 -
= 40 : 25

= δ = 5



相似 な 立体 の 体積比 は相似比の 3 乗 と等 しい

ので

三角 お RAHD : 三 角 す RPRC = 83 : 53

512 = 125mm

再 び 三角す RAHD と

三角す RPQ C は 相似
くノ であることを 用 いて

ー

3 RD = RC = 8 : 5

⇒ RC + 3
m

: Rc = 8 :5

5 RC + 15 = 8 RC

3 RC = 15

: : RC =
5

.

0800
R

よって RD = 5 + 3 = 8cm これより 三角 ず RAHD の

体積 は

I × 5 × 4 × 8 × 5 =然
したがで

三角 す RAHD
～

～ 三角す RPQC = 512 : 125

腭
⇒ 512 × 三角 す RPQC = 125 ×0



: . 三角す RPQC = 125×5
よて求 める体積 は

三角す RAHD- 三角 す RPQC =⑤ -125 ⑤× 5上
=

0
(

1- 51225 )
= 0× 557

分子分回=”激ッ2
÷ 16

=ー

645
cm

3

32
mmm


